
 

図 1. 多彩な構造因子を持つ金超原子の周期表. 
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超原子を基盤とする階層性ナノ物質科学の創成に向けて 

 
数個から数百個の金属原子からなる金属クラスターは、バルク状態の金属からは予想でき

ない物性や機能を発現し、構成原子数（サイズ）や組成を調整することで物性や機能を劇的

に変調させることができることから、次世代の機能性ナノ物質として期待されている。我々

は、貨幣金属原子や有機配位子を原子・分子精度で集積化する高効率な合成技術を開発し、

得られた配位子保護金属クラスターの構造と基礎物性を「超原子」という基盤概念に基づい

て体系化を進めている（図 1）[1–3]。さらに超原子を構成単位とする擬似分子（「超原子分子」）

の合成方法を開発し、結合論の構築や新し

い光学特性を探索に取り組んでいる。単結

晶 X 線構造解析・高分解能電子顕微鏡観

察・X 線吸収分光[4]・気相分子線法[5]・理

論化学計算を駆使して超原子及び超原子分

子の幾何・電子構造を総合的に評価し、特

異的な物性の発現機構を解明することで、

超原子を人工元素とする階層性ナノ物質科

学を切り拓きたい。講演では最近の進展を

中心に紹介する。 
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